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論文審査の要旨

本研究は、脊椎後方インストワルメンテーション手術において、手術侵襲の

影響を受けない血液・生化学検査による Surgical Si te 1nfection (SS1) の指

標を明らかにし、その基準値を作成することを目的としたものである。

対象は、脊椎後方インストワルメンテーション手術例221 例に対し、術前、

術後 1・4・7日目の各種血液・生化学検査(白血球数・好中球比率・好中球数・

リンパ球比率・リンパ球数・CRP 値)を調査し、手術侵襲因子として、手術時間・

出血量・固定椎間数の 3項目を選択し、 SS1 群と非 SS1 群とで比較解析した研

究である。

手術侵襲の影響を受けないSS1 の指標として、「術後4日目リンパ球数く1180/

μlj 、「術後7日目リンパ球数く1090/μ 1J、「術後 7日目 CRP 値>4.4mg/dlj が

本研究で明らかとなり、特に「術後4日目リンパ球数く1180/μlj は術後早期

にSS1 の判別が可能な指標で、感度も高く、スクリーニング検査として有用で

あることが示された。さらに、「術後 7日目 CRP 値>4.4mg/dlj は、感度、特異

度、AUC の全てが高く、SS1 の確定診断として有用な指標であることが示された。

以上より、本研究によって脊椎後方インストウルメンテーション手術におけ

るSS1 の適切な早期診断の指標が明らかにされ、今後本領域のさらなる発展に

寄与するものと評価される。公聴会における質疑応答も的確であり，審査の結

果，参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する研究であると認められた。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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